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地区ロータリー財団セミナーの手引き
セッションの概要： 未来の夢計画への移行
研修目的
本セッション終了後、参加者に期待されること
•
未来の夢計画の基本について理解する。
•
2013年7月からの全面的導入へのプロセスについて話し合う。
•
全面的導入に向けてのクラブの準備方法を学ぶ。
オンラインのリソース
プログラム概要と関連資料は、www.rotary.org （「組織概要」→「会員」→「地区の運営」→「未来の夢計画」）でご覧いただけます。
地区独自の情報
以下のような形で、地区に合ったプレゼンテーションを行うことができます。
•
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）、ロータリー財団地域コーディネーター補佐（RRFC補佐）、または近隣の試験地区の代表者を招き、試験段階での進展についての報告や、未来の夢計画の実施に向けてのアドバイスをしてもらい、質問に答えてもらう。
•
6つの重点分野のいずれかに関連する補助金活動、奨学金、研究グループ交換チームの例や写真があれば、それを挿入する。
•
地区が現在用いている手続き、およびその手続きが全面的導入後にどのように変更されるかを説明する。
話の要点
•
未来の夢計画が生み出された経緯
−
過去10年間、ロータリー財団の活動は激増しました。例えばマッチング・グラントの場合、プログラムが始まった1965年から2000年までの35年間に最初の1万件が授与されましたが、次の1万件はその後わずか4年間に授与されました。このような状況の中、財団では、ロータリアンからの大量の補助金申請を処理することが非常に難しくなりました。
 −
財団が、慈善事業分野において常に時代に即した存在であり続けるためには、進化を続け、活動の焦点を定めて取り組む必要があると、管理委員会は悟りました。
−
管理委員会は、ロータリアンの意見に基づいて、財団の活動の持続性を高め、世界的なレベルでの存在感を増し、プログラムを簡素化するための計画を作りました。
•
ロータリー財団の標語は「世界でよいことをしよう」です。
•
ロータリー財団の使命は、「ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすること」です。
•
未来の夢計画の目標は、次の通りです。
−
プログラムと運営を簡素化する。
−
ロータリーの世界的な影響を高めるため、ロータリアンの奉仕の焦点を絞る。
−
全世界および地元での活動を支援する。
−
地区とクラブのレベルにおいて財団が自分たちのものであるという自覚を高める。
−
ロータリーの公共イメージを高める。
•
ロータリー財団管理委員会は、新しい補助金の6つの重点分野を定めました。これらの分野は、ロータリアンが既に世界中で取り組んでいる重要な人道的問題とニーズを反映しています。重点分野は以下の通りです。
−
平和と紛争予防／紛争解決
−
疾病予防と治療
−
水と衛生設備
−
母子の健康
−
基本的教育と識字率向上
−
経済と地域社会の発展
•
未来の夢計画では、新地区補助金とグローバル補助金の2種類の補助金のみとなります。
•
新地区補助金は、毎年、一括して地区に支給され、地区財団活動資金（DDF）の50％までを使用できる補助金です。新地区補助金は、地元もしくは海外で使用され、ロータリー財団の使命全般を支援するものですが、必ずしも6つの重点分野のいずれかと関連している必要はありません。新地区補助金では、決定権が地区レベルに移行され、柔軟な指針が設けられ、比較的小さな規模の活動やプロジェクトに活用されます。
•
グローバル補助金は、重点分野のいずれかに関連し、長期的な成果をもたらす活動を支援するものです。これは、申請額が少なくとも15,000ドル（総予算が少なくとも30,000ドル）という、比較的規模の大きな補助金です。DDFに対しては100％、現金寄付（提唱者負担金）には50％の補助金が、国際財団活動資金（ＷＦ）から組み合わせて支給されます。

•
クラブは、グローバル補助金の資金を受領するために、地区による資格認定を受ける必要があります。新地区補助金の場合、クラブの資格認定を行うかどうかは、地区が独自に決定します。参加資格の認定は、クラブが財団補助金を管理するための適切な手続きを備えているかどうかを確認するための手続きです。
•
未来の夢計画が（全地区に）全面的に導入された後、クラブ会員は、「会員アクセス」にログインし、グローバル補助金の提案書や申請書の提出、補助金状況の確認、報告書の提出を行うことができます。
•
試験地区以外の地区は、試験地区と協力して以下の活動を行うことができます。
−
地区補助金を活用して、試験地区で実施される人道的プロジェクトに資金を充てる。
−
国際親善奨学金を活用して、奨学生を試験地区に派遣する。
−
研究グループ交換（GSE）チームを試験地区に派遣する。
−
試験地区以外の地区は、新地区補助金の資金を使った奨学生や職業研修チームを受け入れる。
•
2013年の新しい補助金モデルの全面的導入に向けて、地区は以下の方法で準備を開始することができます。
−
重点分野のいずれかに関連した人道的プロジェクト、奨学金、研究グループ交換を立案することで、重点分野に沿った活動を開始する。
−
試験地区に、移行手続きや補助金活動について指導してもらう。
−
研修の機会、情報資料、クラブ・レベルのウェビナー（RIウェブサイトに随時情報が掲載されます）、「補助金管理の手引き」、www.rotary.org のロータリーEラーニング・センターに掲載された多種の自習型モジュールを活用する。
−
2012-13年度に、地区ロータリー財団セミナー、補助金管理セミナー、ウェビナー、Ｅラーニング・モジュール、研修会などに参加する。
•
未来の夢計画に関する詳細は、以下から入手することができます。
−
RIのウェブサイトに掲載された最新情報（www.rotary.org/ja/futurevision）
−
未来の夢に関するＥラーニング・モジュール

−
「未来の夢試験段階のニュースレター」（無料で毎月配信される）
−
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）
−
お問い合わせセンター（contact.center@rotary.org、英語のみ）または、日本事務局財団室
•
未来の夢試験段階に関するご質問は、futurevision@rotary.org または日本事務局財団室にお問い合わせください。  

討論のための質問
•
未来の夢計画について学ぶために、まず何から始めますか。
•
未来の夢計画の全面的導入に向けて、どのような方法でクラブに準備を始めてもらいますか。
•
クラブの活動を、どのように重点分野に関連性のあるものとすることができますか。
活動例
•
小グループに分かれ、少なくとも1つの重点分野に関連する補助金、奨学金、研究グループ交換を立案するために、思いつくままに自由にアイデアを出しあってもらう（ブレーンストーミング）。

•
隣同士で、未来の夢計画について、新しい補助金モデルの利点を強調した1分間の「エレベーター・スピーチ」をしてもらう。

•
未来の夢試験段階中、どの試験地区に指導してもらうかを話し合う。
地区ロータリー財団セミナーの手引き／未来の夢計画への移行   1

